


























中流階級に上っていく者たちもけっこういます。また、 「私 中流階級に生まれたけれども、父親が事業に失敗し、家がつぶれて、労働者階級に転落してしまった」という意識を持っている女性たちの文章も読んだことがあります。つま 階級というのは上昇・下降が なりある。逆にいえば、そういうことを意識して ますから、階級意識が強くな んですね。上を目指そ と思えば目指せるし、いったん何かあれば、いまは中流階級として存在していても、すぐにそ 地位から滑り落ちてしまうかもしれない。 意識があるからこ 強い階級意識が生まれる。階級とは、そういうものではないかと思います。　
この時代を規定するもうひとつの要素は経済力です。先ほども申し






このとき、日本に多額のお金を投資した国とし イギリスが挙がりす。 時代 もう国内の工業生産に投資しても 益が大し あ らないと思ったイギリスのお金持 たちは海外投資へ 向かっていたのです。 ずれにせよ、世界経済の中心として繁栄を享受していたのがこの時代のイギリスです。　　
ヴィクトリア・エドワード朝のイギリスの社会構造は、大まかに上







ください。イギリスの地主は、一部の広大な土地を持っているというわけではな のです。いまでもイギリスでは、普通 お金持ちの中流階級であったとしても、彼らは土地の所有者 ありません。大半は、土地を借りている借地者 たとえばロンドンはたった四 の公爵によって領有されていると言います。つまり、中世以来の れが連綿と生き続け いるわけです。　
ただし、借地といいましても、五〇年とか一〇〇年の長期にわたる




































ただきますと、佐伯先生はいろいろな新聞記事を紹介してくださって、とても興味深くて 私は、目をこらして画面の字を読もうとしたほどでした。その佐伯先生のお話は、メディアはどのように女性労働を伝えたか、それを通して当時 女性労働の実態を明らかにしていくというものですが、私は、メディアがどう伝えたかではなく、まずは実体として当時の社会がどうであったのかから始めるべきと考えました。なぜなら、イギリスの社会がどんなも なのかをまず知らなければ話ができないからで、そういうわけ 、社会構造そのものの話から始めさせていただ たわけです。　　
さて、ようやく、このような社会における女性労働に、目を向ける







































級を決め、それがものを言う社会ですから 女たちは夫や父親の経済力を社会に対して誇示しなければならないという役割を担わされ と考えることができます。それが、見せび か のための消費であり、見せびらかしのための余暇の過ごし方ですか 、 わゆるアフタヌーンティーを楽しみ、派手で目立つドレスを身にまといまし 。ドレスメーカーが女性職と て有望 あり、かつ高給を得ることができいうのは、そのドレスを購入したい人たちがいるというこ です。　
その意味で、中流階級の女性たちは労働者階級の女性たちに職を提










であることです。ホスピタリティは、施しであり、癒しであり、もてなしという意味合いがありますが、そのもっ も簡単な実践は、 「慈善活動」 した。イギリスの上流階級が伝統的に担っていたことにパターナリズム、すなわち、上に立つ者は自分よりも目下の者たちに手をさしのべるというものがありました。いわゆる「ノブレスオブリージュ」と言ってもい か しれません。そう うもの 上流階級である貴族・地主がずっと伝統的に担って たのですが、中流階級は経済力を得て、上流階級に対して突き上げをします 突き上げ するにあたって、経済力でぐ と突き上げ と同時に、上流階級 担っていた社会的な機能も自分たちがひき受けるようになりました。そして、その実践が女性に託されたの す。　
そういう社会で、女性たちは以上のような三つの役割を担うべしと













結果を生みました。単に低廉な労働力として、ヴィクトリア社会を支えている「労働者の女性」だったはずのも 未婚のうちは「ちゃんと働いてね」という感じなのですが、 「結婚して 少なくとも子もができたら、育児の責任者であることのほうが前面に立つべ で、働いて子育てがおざなりになる は、いかん」 いう意見 世の中に巻き起こり、母性を称揚する論調が出てきます。　　
それに対して実際の労働者階級の女性たちはどうかと申 ますと、
「ファミリ・ウェイジ戦略」と う言葉がありますが、これにふり回されることがありました。ファミリ・ウェイジとは家族賃金という味で、夫一人の稼ぎで妻や娘を働かせな でやって ける賃金という
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ことです。つまり、労働者の男たちの賃金を上げさせるための労働戦略のひ つで、簡単にいえば労働組合の方針なのですが、一八七〇年代頃から のファミリ・ウェイジ戦略を全面に打ち出してきます。そこでは、 「妻や子、特に娘を働かせなくてもいいだけの賃金を夫た男には払うべし」となります。　
これを裏返せば、妻は働かないし、娘も働かないことを意味します。
実際の労働者階級の女性たちが働かないことを絶対視したり、それを当たり前と思うことはなかっ の が、階級意識が明確にあった時代、一方で自分の夫や仲間 男 の戦略である「ファミリ・ウェイジ戦略」を支持します。しかし、事に至れば 家計の維持責任者は自分だから 働くことは厭わないということになります。　
したがって、娘時代の労働がずっと継続するかと言えば、それはな











学の高等教育を求めるという時代で ありました ですから 女子の中等教育が展開し、専門職への挑戦が始まります。　
ただし、ここで注目されるのは、あくまでも階級にふさわしい職で
あること、そして社会的に有用であることも ごく意識さ まし 。中流階級の女性は、先ほどの三つの役割を担わ れば らなか たのですが、こ 役割だけでは社会的に有用ではないと思った女性たちが居たのです。当時、 「社会に貢献 た 。社会で自分が有用であることを証明したい」と思い、専門職に進出していっ 女性たちが書き残したものを読むと、それをすごく感じます。　　
一方、一九世紀の第四四半期になると、 「ホワイト・ブラウス」職











た「ホワイト・ブラウス職」が登場してきたのも一九世紀の第四四半期です。その背景には、一八七〇年に公教育制度がようやく設けられ、女子の識字能力が上昇してきたことがありま た。それ 、イギリスが「世界 工場」から「世界の銀行」に っていっ こと、事務のイノベーションが起こったこと、大衆消費社会 到来したことなどの理由があります。ここでよ やく、それまではっき 区別がついていた中流階級と労働者階級 、かなり混合し始めた社会 たと言えます。　
中流階級の女性たちがどんな専門職を目指したかについては、フェ














































の伝統がありまして、男性の自伝は、大量に一九世紀の初めからあります。そして、二〇世紀になると、 ちもずいぶん書き残すようになりました。ご紹介したのは、それらの三つの例です。それらを見ていると、教育を受けたことによって社会へ 扉を開けてう自覚や、そう ることによって階級を上ったという意識を書き残した女性もいれば、 「いや、絶対に私は労働者階級なんだ」と う意識を最後まで持ち続けた女性など、いろいろ違いがあります。　
以上、駆け足しでお話ししてきた女性労働の在り方を見ても、一九
世紀の終りから二〇世紀の初め、日本でいう明治後期から大正期にかけて、イギリスでも社会の変革が女性にも及んで、それが労働の場にこのように現れているんだなと うことを感じることができると思います。この辺が明治・大正期の日本の女性労働と似て るところでも
あり、違うところもいろいろある点かなと思ったので、ご紹介させていただきました。
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